
 

 

 

 

 

 

  

 

  

 ８月２９日の登校日から、いよいよ新校舎での学校生活が始まりました。それまでは工事用

のフェンス越しに眺めるばかりでしたが、ようやくこの日から子ども達も新しい校舎に入るこ

とができました。初めて入った校舎からは、「うわ～！」とか「すごい！」とか「広い～！」

といった子ども達の歓声が聞こえてきました。 

 ８月２９日、３０日の２日間の登校日を経て、９月２日に始業式を行い本格的に２学期がス

タートしました。始業式には皆川市長さんがお祝いに駆けつけて下さり、あいさつも頂戴した

ところです。始業式の校長の話では次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新校舎は、きれいで明るく、広々していて、そして涼しくて、大変快適です。こんな素晴ら

しい環境で過ごせることをとても幸せに感じています。校舎改築に関わっていただいた全ての

方々に心より感謝と御礼を申し上げます。ありがとうございました。 
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～ 元気・本気・笑顔 で挑戦！ ～ 

 

 いよいよ新しい校舎での生活がスタートしました。明るくて、きれいで、涼しくて、とて

も快適に過ごせていることと思います。少し前に、この校舎の工事をしてくださった建築業

者さんとお話をする機会がありました。その時お聞きした話を皆さんにお伝えします。 

「どんな想いで工事を進めたのですか？」という問いには、「児童の皆さんや先生方から喜ん

でもらえる良いものを、丈夫なものを造ろうとがんばった」と。「五小の子ども達から新しい

校舎をどんな風に使ってほしいですか？」には、「たくさんの人の想いが詰まった校舎なので

大切に使ってほしい」と答えてくださいました。たくさんの人が苦労しながら、想いを込め

て造ってくださったこの校舎を、みんなで大切に使っていきましょう。５年後、１０年後に

「五小ってきれいだよの～」と言ってもらえるよう、みんなできれいに使いましょう。 

 

 話は変わりますが、「新校舎で過ごす２学期、どんな学校（五小）にしたいですか？」と 

皆さんにお尋ねしましたが、その中から特に多かったものを３つ紹介します。 

 一番多かったのが「ルールを守って安全に過ごせる学校」、二番目に多かったのが「あたた

かい言葉を使う学校」、三番目に多かったのが「進んであいさつができる学校」でした。この

３つを２学期の凡事徹底として、ここにいるみんなで、元気・本気・笑顔あふれる学校づく

りを進めていきましょう。 
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